
　

戦
争
の
口
実
に
な
っ
た

大
量
破
壊
兵
器
も
テ
ロ
組

織
と
の
関
係
も
証
明
で
き

ず
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は

大
苦
境
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
な
の
に
、
憲
法
違
反

の
イ
ラ
ク
派
兵
に
の
め
り

込
む
自
民
・
公
明
政
権
。

９
月
議
会
で
は
、
イ
ラ
ク

へ
派
兵
し
な
い
で
と
請
願

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
の
世
論
調
査
で
も

60
％
が
反
対
し
て
い
る
の

に
、
市
議
会
の
自
民
・
保

守
派
や
民
主
、
公
明
の
議

員
は
請
願
に
反
対
、
憲
法

九
条
ま
も
っ
て
の
市
民
の

願
い
に
背
い
て
い
ま
す
。

「
イ
ラ
ク
へ
派
兵
し
な
い
で
」の

請
願
に
反
対
。
憲
法
９
条
踏

み
に
じ
る
自
民
・
保
守
、公
明

「
イ
ラ
ク
へ
派
兵
し
な
い
で
」の

請
願
に
反
対
。
憲
法
９
条
踏

み
に
じ
る
自
民
・
保
守
、公
明

　

二
年
前
の
入
札
は
、
確

か
に
不
可
解
な
経
過
を
た

ど
り
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
７
社
を
選
考

し
て
い
た
の
に
、
公
正
取

引
委
員
会
の
処
分
を
理
由

に
５
社
を
除
外
。
そ
の
後
、

住
友
重
機
の
処
分
が
発
覚
。

随
意
契
約
は
避
け
た
い
と
、

４
社
で
入
札
を
お
こ
な
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

指
名
業
者
の
入
れ
替
え

の
間
、
20
数
台
の
右
翼
街

宣
車
が
、「
２
社
の
指
名

は
不
可
解
。
白
紙
撤
回
せ

よ
」
と
傍
若
無
人
な
街
頭

宣
伝
を
強
行
。
と
こ
ろ
が
、

12 
日
以
降
ピ
ッ
タ
リ
と
止

ま
っ
た
の
で
す
。

右
翼
街
宣
車
ま
で
登
場
！

　

異
常
事
態
の
中
で
強
行
さ
れ
た
入
札

右
翼
街
宣
車
ま
で
登
場
！

　

異
常
事
態
の
中
で
強
行
さ
れ
た
入
札

右
翼
街
宣
車
ま
で
登
場
！

　

異
常
事
態
の
中
で
強
行
さ
れ
た
入
札

入　
　

札　
（
７
月
31
日
）

入
札
審
査
会（
７
月
12
日
）

入
札
審
査
会（
７
月
２
日
）

日立造船
三菱重工
川崎製鉄
荏原
パブコップ
神戸製鋼
住友重機

パブコップ
住友重機

荏原
パブコップ
神戸製鋼
住友重機

荏原

右翼の街宣
活動

神戸製鋼は
書類不備で
失格。
荏原の落札
率97％

捜
査
当
局
が
事
情
聴
取
。
贈
収

賄
事
件
に
発
展
す
る
可
能
性
が

捜
査
当
局
が
事
情
聴
取
。
贈
収

賄
事
件
に
発
展
す
る
可
能
性
が

　

９
月
19
日
朝
刊
は
、
流
山

市
新
ゴ
ミ
焼
却
場
の
入
札
疑

惑
を
全
国
版
で
報
道
。
テ
レ

ビ
局
も
、
市
長
の
記
者
会
見
、

前
市
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
を
放
送
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
報
道
は
、
二
年
前

に
お
こ
な
わ
れ
た
入
札
で
、

談
合
が
お
こ
な
わ
れ
た
疑
い

が
あ
り
、
談
合
費
用
と
し
て
、

下
請
け
の「
佐
藤
工
業
」か
ら

「
荏
原
」へ
の
三
億
円
の
裏
金

が
渡
っ
て
い
る
ら
し
い
、
と

い
う
も
の
。

　
「
荏
原
」
や
「
佐
藤

工
業
」
は
報
道
を
否
定

し
て
い
ま
す
が
、
流
山

市
の
発
表
に
よ
る
と
、

す
で
に
、
警
視
庁
捜
査

二
課
に
よ
っ
て
、
市
職
員
の

事
情
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て

お
り
、
事
態
は
贈
収
賄
事
件

の
様
相
を
呈
し
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
マ
ス
コ

ミ
の
動
き
か
ら
、
捜
査
当
局

の
動
き
を
予
想
。
新
聞
報
道

の
一
週
間
前
、

12
日
に
一
般
質

問
で
取
り
上
げ
、

「
契
約
解
除
も

視
野
に
入
れ
た

断
固
と
し
た
措

置
を
」と
市
長

に
求
め
ま
し
た
。

　

数
億
円
の
税

金
が
、
談
合
資

金
や
裏
金
と
し

て
、
右
翼
団
体

な
ど
に
流
れ
て

い
た
可
能
性
も

あ
り
、
市
民
の

中
で
、
真
相
究
明
を
求
め
る

声
が
、
大
き
く
広
が
っ
て
い

ま
す
。

議
会
は
疑
惑
解
明
の

先
頭
に
立
つ
べ
き

　

日
本
共
産
党
は
、
週
明
け

の
22
日
、
議
長
と
議
会
各
会

派
に
疑
惑
追
及
の
百
条
調
査

特
別
委
員
会
の
設
置
を
要
求

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
議
会
は
、

代
表
者
会
議
や
全
員

協
議
会
を
重
ね
、
特

別
委
員
会
設
置
に
向

け
動
き
は
じ
め
ま
し

た
。

　

偽
証
罪
で
告
訴
も

で
き
る
、
強
力
な
権

限
を
も
つ
の
が
百
条

調
査
委
員
会
。
議
会

が
市
民
の
付
託
を
受

け
、
疑
惑
解
明
の
先
頭
に
立

つ
の
か
ど
う
か
が
、
今
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

疑
惑
の
新
ゴ
ミ
焼
却

場
は
工
事
中
止
を

　

日
本
共
産
党
の
議
会
質
問

や
申
し
入
れ
に
、
市
長
は
、

「
捜
査
当
局
に
は
全
面
的
に

協
力
す
る
。
談
合
が
明
ら
か

に
な
っ
た
時
は
、
断
固
と
し

た
措
置
を
と
る
」
と
し
て
い

ま
す
。

　
「
断
固
と
し
た
措
置
」と
い

う
な
ら
ば
、
疑
惑
が
は
れ
る

ま
で
、
新
ゴ
ミ
焼
却
場
の
工

事
を
中
止
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

日　本
共産党
日　本
共産党

「３億円の裏金」－前代未聞の新ゴミ焼却場建設疑惑「３億円の裏金」－前代未聞の新ゴミ焼却場建設疑惑

いまこそ真相究明をいまこそ真相究明を
議
会
に
百
条
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
を
要
求

新
ゴ
ミ
焼
却
場
に
関
す
る
疑
惑
を
追
及　

日
本
共
産
党
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８
月
31
日
付
広
報
『
財

政
事
情
特
集
号
』
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
市
の
財
政

状
況
を
公
表
す
る
こ
と
は

大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。

た
だ
、
流
山
固
有
の
税

金
の
ム
ダ
使
い
を
ハ

ッ
キ
リ
さ
せ
な
か

っ
た
こ
と
は
残
念

で
す
。

　

流
山
市
で
は
平

成
２
年
以
来
、
新

ゴ
ミ
焼
却
場
関
連

に
95
億
円
、
常
磐

新
線
関
連
事
業
に

２
１
１
億
円
つ
ぎ

込
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
、
数
百
億

円
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
長
も
「
身
の
丈
に
あ
わ

な
い
」
と
答
弁
し
た
よ
う

に
、
巨
大
開
発
の
負
担
が

市
民
の
肩
に
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

一
方
、
国
保
や
介
護
保

険
の
負
担
軽
減
、
乳
幼
児

医
療
費
助
成
、
学
校
耐
震

化
な
ど
、
福
祉
や
教
育
の

立
ち
遅
れ
が
目
立
ち
、

市
民
一
人
当
た
り
の

民
生
費
は
県
下
33

市
で
29
番
目
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
く
ら
し

や
福
祉
を
犠
牲
に

し
て
、
巨
大
開
発

を
推
進
し
て
き
た
、

自
民
・
保
守
派
、

公
明
党
、
社
民
党

な
ど
の
責
任
は
重
大

で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
ム
ダ

な
大
型
公
共
事
業
を
見
直

し
、
く
ら
し
や
福
祉
・
教

育
第
一
の
市
政
実
現
に
全

力
を
つ
く
し
ま
す
。�

新線関連事業と
新ゴミ焼却場関連事業に
これまで300億円！

新線関連事業と
新ゴミ焼却場関連事業に
これまで300億円！

　

新
ゴ
ミ
焼
却
場
関
連
事
業
や
常
磐
新
線
関
連
事
業
を
聖
域
に
し
、
一
方
で
、
市
民
福
祉
や
教
育
予
算
の
大
幅

カ
ッ
ト
を
推
進
し
て
き
た
自
民
・
保
守
派
や
公
明
党
。
私
た
ち
日
本
共
産
党
は
「
税
金
の
ム
ダ
使
い
を
や
め

て
、
福
祉
、
教
育
を
予
算
の
主
役
に
」
と
提
案
し
、
み
な
さ
ん
の
願
い
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
い
…
」
介
護

保
険
が
は
じ
ま
っ
て
４
年
、

介
護
の
実
態
は
深
刻
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
、
所
得
の
低
い
お

年
よ
り
の
負
担
を
軽
く
す
る

こ
と
は
待
っ
た
な
し
。
こ
の

間
、
日
本
共
産
党
な
ど
の
取

り
組
み
で
、
全
国
で
は
、
保

険
料
を
減
免
す
る
自
治
体
が

６
９
５
に
、
利
用
料
を
減
免

す
る
自
治
体
は
９
０
８
へ
と

大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

東
葛
地
域
の
自
治
体
で
も
、

柏
市
や
松
戸
市
な
ど
軒
並
み

実
施
ず
み
で
、
減
免
制
度
が

な
い
の
は
、
今
で
は
流
山
市

の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

流
山
市
は
「（
利
用
率
の

引
き
上
げ
に
）工
夫
が
必
要
」

と
い
い
ま
す
が
、
そ
れ
な
ら

ば
、
利
用
を
阻
害
し
て
い
る

経
済
的
負
担
の
軽
減
に
こ
そ

力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

流
山
市
の
市
民
一
人
当
り

の
教
育
予
算
は
、
県
内
33
市

中
33
番
目
、
最
下
位
で
す
。

と
く
に
、
小
・
中
学
校
の
教

育
予
算
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、

老
朽
化
し
た
校
舎
の
大
規
模

改
修
や
「
臭
く
て
汚
い
」
ト

イ
レ
の
改
修
が
置
き
去
り
に

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

「
机
や
イ
ス
が
ガ
タ
ガ
タ
で

も
修
繕
さ
れ
な
い
」「
ア
ル
バ

ム
代
や
副
教
材
費
な
ど
父
母

負
担
が
大
変
」
な
ど
、
深
刻

な
状
況
で
す
。

　

災
害
時
の
避
難
場
所
で
も

あ
る
学
校
の
耐
震
化
を
急
ぎ
、

30
人
学
級
の
実
現
で
、
ど

の
子
も
大
切
に
さ
れ
る
学
校

教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、

「
教
育
予
算
を
増
や
せ
」の
声

は
、
教
育
関
係
者
、
父
母
な

ど
の
共
通
の
願
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
民
運
動
の
広
が
り
や
市

職
員
の
努
力
に
よ
り
、
高
齢

者
高
額
療
養
費
は
、
支
給
対

象
の
９
割
が
返
還
を
申
請
。

二
度
目
以
降
は
自
動
振
込
み

方
式
に
な
る
な
ど
改
善
が
す

す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
病
院
窓
口
で
対

応
で
き
る
受
任
払
い
方
式
な

ど
、
さ
ら
な
る
制
度
改
善
を

市
に
求
め
、
医
療
改
悪
に
よ

る
お
年
よ
り
の
負
担
を
、
少

し
で
も
軽
く
す
る
た
め
に
が

ん
ば
り
ま
す
。

　

４
月
に
強
行
さ
れ
た
保
育

料
の
値
上
げ
に
、「
３
人
分

で
10
万
円
。
と
て
も
や
っ

て
い
け
な
い
」｢

も
う
一
人
子

ど
も
が
欲
し
く
て
も
、
あ
き

ら
め
る
し
か
な
い｣

と
の
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
に
市
が
実
施

し
た
調
査
で
も
、
保
育
所
を

利
用
し
て
い
る
３
人
に
１
人

が
「
保
育
料
が
高
い
」
と
回

答
し
、
今
年
７
月
に
保
育
料

の
値
下
げ
を
求
め
る
署
名
１

４
７
８
筆
が
市
長
に
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

流
山
市
は
、
い
ま
こ
そ
市

民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
保
育

料
を
引
き
下
げ
る
べ
き
で
す
。

税
金
の
ム
ダ
使
い
を
や
め
、暮
ら
し
を
ま
も
っ
て

税
金
の
ム
ダ
使
い
を
や
め
、暮
ら
し
を
ま
も
っ
て

介護介護介護

保
険
料
・
利
用
料
の

　
　
　
　

負
担
軽
減
を

保
険
料
・
利
用
料
の

　
　
　
　

負
担
軽
減
を

教育教育教育

教
育
予
算
を
増
や
し

学
校
の
耐
震
化
を
急
い
で

教
育
予
算
を
増
や
し

学
校
の
耐
震
化
を
急
い
で

医療医療医療

高
齢
者
の
高
額
療
養
費

償
還
払
い
制
度
の
改
善
を

高
齢
者
の
高
額
療
養
費

償
還
払
い
制
度
の
改
善
を

子育て子育て子育て

保
育
料
の
引
き
下
げ
を

保
育
料
の
引
き
下
げ
を

福祉福祉福祉 くらしくらしくらし 教育教育教育

願い実現で奮闘願い実現で奮闘 安西  孝之
市議会議員

小田桐たかし
市議会議員

いぬい紳一郎
市議会議員

高野  とも
市議会議員

我
孫
子
市  　

○　
　

 

○

流
山
市  　

×　
　

 

×

野
田
市  　

○　
　

 

○

柏　
　

市  　

○　
　

 

○

松
戸
市  　

○　
　

 

○

保険料の
減免制度

利用料の
減免制度

0

¥10,000

¥20,000

¥30,000

¥40,000

¥50,000

¥60,000

¥70,000

¥80,000

浦安市 野田市 柏市 我孫子市 松戸市 流山市

市民一人当たりの
教育費

平和で明るく住みよい流山市をつくるために 第139号 （2）2003年10月発行




